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Gakken 2030 Vision および Gakken 2027計画 「Value UP」

2025.11.07

株式会社学研ホールディングス
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1,641 1,855 1,991 2,000 99.5% +350

93 111 129 113 115% +36

61 68 82 70 118% +20

31 22 ３5 35 102% +3.8

6.3％ 4.3％ 7.0％ 6.6% +0.4pt +0.7pt

0.82 0.75 0.71 - - △0.11

38.7% 39.4% 36.9% - - △1.8pt

5

Gakken 2025における業績推移

Gakken 2025 「SHIFT」の振り返り1

Gakken 2025

売上高

営業利益

当期純利益※

ROE

D/Eレシオ

自己資本比率

2025/9

EBITDA

計画2023/9 2024/9 計画達成率 増減
(対2023/9期)

（単位：億円）
（単位未満は切捨て）

※ 親会社株主に帰属する当期純利益
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Gakken 2025におけるセグメント別業績推移

Gakken 2025 「SHIFT」の振り返り1

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

教育分野 794 39 953 49 ＋159 ＋10

教室・塾 397 20 534 23 ＋136 +3

出版コンテンツ 272 22 278 28 +6 +5

園・学校 125 △2 140 1 ＋15 +3

のれん - △2 - △3 - △1

医療福祉分野 785 38 950 42 ＋164 ＋4

高齢者住宅 360 18 465 24 ＋105 ＋5

認知症グループホーム 363 22 403 22 ＋40 ＋0

子育て支援 62 1 81 1 ＋18 +0

のれん - △4 - △6 - △1

その他 60 4 86 12 +25 ＋8

調整額 - △19 - △21 - △2

1,641 61 1,991 82 ＋350 ＋20

2023/9 （実績） 2025/9 （実績）

グループ合計

増減 （対2023/9期）

（単位：億円）（単位未満は切捨て）
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成長資金約150億円を投じ、ポートフォリオ拡充を実現

7

セグメント別振り返り

Gakken 2025 「SHIFT」の振り返り1

U5 + K-12 大学生・社会人 シニア

リカレント・リスキリング、

グローバル展開を本格化

「場」の拡大と

大人向け事業へのリソース配分

2025/92023/9

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

グ
ロ
ー
バ
ル

• ベトナム教科書大手DTP Education 

Solution JSCのグループイン

• (株)ポプラ社中国現地法人との資本業務提携

1

• オンライン英会話(株)Glatsの100％株式取得

• (株)レアジョブ持分法適用会社化
2

• (株)市進ホールディングスのグループイン3

• (株)グランユニライフケアサービスの

グループイン
5

• 高校英語教科書大手の(株)桐原書店の

グループイン
4

Gakken2025で実行した具体的な打ち手

語学サービス

学校

出版

高
齢
者
住
宅

認
知
症
Ｇ
Ｈ

保育・
幼児

教室 塾

U5 + K-12 大学生・社会人 シニア

語学サービス

東南アジア・中国

リカレント・
リスキリング

学校

出版

高
齢
者
住
宅

認
知
症
Ｇ
Ｈ

高付加価値
高齢者住宅

メディカル/ウェルネス

訪問看護・調剤薬局

介護用品・食事

ライフエンディング保
育
・幼
児

教室 塾

5

2

1

4

3
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資本市場からの評価

総額30億円の自己株式取得と増配により株主還元を強化したが、収益力向上による資本効率指標の改善は必須

Gakken 2025 「SHIFT」の振り返り1

PBR (実績) PER (実績)

2023/9 2024/9 2025/9

ROE

2023/9 2024/9 2025/9

0.82倍0.73倍

4.3%
6.3%

2023/9 2024/9 2025/9

12.2倍

18.8倍

12.0倍

0.85倍

7.0%

目標値1.0倍以上

目標値8％以上

目標値17倍以上

EPS/EPS成長率

2023/9 2024/9 2025/9

72.5円

52.9円

86.0円-26.9% +62.6%



0
.6

2
1
2

.2
9

0
.9

3
9.65 9.651.09.65

14.981.014.981.45 1.45

1.01.45 1.45

30.97

Gakken 2030 Vision02



0
.6

2
1
2

.2
9

0
.9

3
9.65 9.651.09.65

14.981.014.981.45 1.45

1.01.45 1.45

30.97

Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.

学研グループのあゆみ

創業期 拡大期 V字回復期

「戦後の復興は、教育をおいてほかにない」という信念

に基づき、古岡秀人が1946年に「学習研究社」を創立。

戦後の日本の教育を支え、復興の礎を築く

高度経済成長期の最中に百科事典や学習参考書などを発行し、

家庭での多様な教育ニーズに対応。1980年には現在の「学研

教室」となる「算国教室」を開講し、学びの場を拡大。事業の多

角化を進め、教育を基盤とした総合メーカーへと発展

2010年以降、教育と医療福祉を中核とする

事業構造に大きく変化。16期連続増収のV字

回復を達成し、2024年9月期および2025年

9月期に連続して売上高が過去最高を更新。

グローバル展開を加速し、東南アジアをはじめ

とする市場での成長を目指している

1946年創業

売上高0.1億円

1946年に小学校高学年生向けの『初等五年の学習』
『初等六年の学習』から始まった学年誌は、1963年には
幼児から高校3年生まですべてを網羅するまでに成長

2009
持株会社制に

移行

1984
東京証券取引所
第一部に上場

1982
東京証券取引所
第二部に上場

学研教室は国内全都道府県に展開。現在では
海外教室の展開も推進

衰退期

1991年の売上高ピーク以降、少子化や教育環

境の変化に伴い業績は右肩下がりに。教育雑

誌『学習』『科学』が休刊を余儀なくされ、減収

減益トレンドに

19801970196019501946 1990 2000 2010 2020 2025

ボトム時
2009

売上高７79億円

6ヶ月
決算

7ヶ月
決算

５ヶ月
決算

ピーク時
1991

売上高1,726億円
(連結子会社を含む売上。

学習研究社単体の業績としては1,440億円)

10Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.

ベトナム企業との資本業務
提携・事業展開の発展など
も通じて、グローバル市場
への拡大を加速

2025年9月期

売上高1,991億円
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セグメント別売上割合の変化

27%

17%

8%3

%

2

%

20%

23%21%

15%

6%

4%
14%

15%

24%

ボトム時
（2009/3）

現在
（2025/9）

ピーク時
（1991/3）

48%

16%

9%7%
4%

6%

5%

6%

※学習研究社単体の業績。連結子会社含む売上は1,726億円

売上※

1,440億円

直販雑誌、市販書籍が
7割を占める

雑誌出版が減少を続け、
新規事業（学研教室）が大きな柱に

教育と医療福祉の二本柱に

介護含む

売上

779億円

売上

1,991億円

教室・塾

出版・
コンテンツ
サービス

高齢者住宅

保育・幼児グローバル

その他

認知症
グループ
ホーム

教室・塾
暮らし・教養・
エンタメ出版

学校

家庭訪問販売その他

学び・
児童出版

雑誌

書籍

学習進学指導その他

学習機器類

幼児向用品・
教材

事務機器
学校用品

トイ・
ファンシー

11Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.

園
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人口動態 インフレ/金利 制度改定※4 AI/技術 グローバル市場

環
境
変
化

学齢人口の減少

後期高齢者人口の増加

生活必需品の価格上昇

人材獲得・雇用コストの増加

金利の継続的上昇

保育・教育の公費負担の増加

教育訓練給付金の増加

医療福祉報酬改定

教材制作、学習支援などの効率化

従来の広告・営業手法による

顧客獲得コストの上昇

東南アジア/ASEAN主要国での

継続成長

インバウンドの増加

2020 2025/8 2030

12

2030年を見据えた外部環境の想定

2030年に向けて、少子化の継続やインフレ・金利上昇といった外部環境の逆風もある中、AI技術の進歩やグローバル市場の
成長を機会として活用しつつ、持続的成長を目指していく

Gakken 2030 Vision2

グローバルAI技術市場規模※5

(億米ドル)

2026

私立高校授業料の実質無償化 (予定)

2027

介護報酬改定 (予定)

2019

幼児教育・保育の無償化

2025

公立高校授業料の実質無償化

＞1２０まで
上昇する可能性

100

112

海外国内

※1 出典 厚生労働省 「令和6年(2024) 人口動態統計月報年計(概数)の概況」 、日本総研 「2025年上半期の出生数は▲3.1%減 ―減少の主要因は有配偶出生率の低下―」、学研予測 (２０３０年出生者数 – 2020-2024の出生者数の減少率が継続すると仮定)をもとに作成

※2 出典 総務省 「統計からみた我が国の高齢者」をもとに作成

※3 出典 総務省 「2020年基準 消費者物価指数」、 IMF 「World Economic Outlook Database」、学研予測をもとに作成

※4 出典 内閣府・文部科学省・厚生労働省 「幼児教育・保育の無償化について」、文部科学省 「高校生等への就学支援」、厚生労働書老健局「介護保険制度の概要」をもとに作成

※5 出典 Gartner 「Gartner Says Worldwide AI Spending Will Total $1.5 Trillion in 2025」、学研予測をもとに作成

※6 出典 IMF 「World Economic Outlook Database」をもとに作成

消費者物価指数※3

（2020=100）

2025

約15,000
億米ドル

2030

84 ～66
（見込み）

2020 2025 2030

1,860 
2,124 

2020 2025 2030

～2,261
（予測）

～50
（予測）

2020 2025 2030

出生数※1（万人）

後期高齢者数※2（万人）

ASEAN GDP※6

（億米ドル）

+20-30%/年で
成長する可能性

～56,300
（予測）

～41,200 
（見込み）

30,900

プラス影響 マイナス影響 影響不確定

学研グループ事業への影響



0
.6

2
1
2

.2
9

0
.9

3
9.65 9.651.09.65

14.981.014.981.45 1.45

1.01.45 1.45

30.97

Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.

2030年に向けてのグループ事業領域像

Gakken 2030 Vision2

新規領域への挑戦既存領域のValue UP

人の可能性をどこまでも

追求する会社へ

2030年に目指す姿

グローバル

• アジア圏：

東南アジア、中国をはじめとするアジア全域でのパー

トナー連携の拡大、コンテンツサービスのグローバル

展開

• 欧米・その他：

欧米など新たな地域への展開・パートナー連携、

および国外からの優良コンテンツの輸入

メディカル/ウェルネス

• 介護周辺領域・メディカル・ウェルネス：

訪問介護、デイサービス、食事、介護用品、ライフエン

ディング、調剤薬局、看護領域、認知症予防など

教育

• 教室・塾：

高付加価値サービスの展開、塾事業パートナーの

拡大、サポート校事業の展開地域・年代の拡大

• 出版・コンテンツサービス：

グローバル展開を前提としたIP創出、

リカレント・リスキリング領域の拡大

• 保育・幼児：

園ルート販売網を活用した園向けサービスの

拡充・展開、学童・発達支援施設展開の加速

医療福祉

• サービス付き高齢者向け住宅：

施設数拡大、高付加価値モデルの拡大

• 認知症GH：

施設数拡大、高付加価値モデルの拡大

13
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2030年へ向けての道筋 – ポートフォリオの構築

Gakken 2030 Vision2

14

グローバル比率・対象地域拡大、

メディカル/ウェルネス事業の確立

東南アジア市場、メディカル/ウェルネス事業、
およびリカレント・リスキリング事業に注力

する一方、縮小・撤退も実施

リカレント・リスキリング、

グローバル展開を本格化

203020272025

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

グ
ロ
ー
バ
ル

U5 + K-12 大学生・社会人 シニア

語学サービス

東南アジア・中国

リカレント・
リスキリング

学校

出版

高
齢
者
住
宅

認
知
症
Ｇ
Ｈ

高付加価値
高齢者住宅

メディカル/ウェルネス

訪問看護・調剤薬局

介護用品・食事

ライフエンディング保
育
・幼
児

教室 塾

U5 + K-12 大学生・社会人 シニア

語学サービス

東南アジア・中国

学校

出版

高
齢
者
住
宅

認
知
症
Ｇ
Ｈ

高付加価値
高齢者住宅

メディカル/ウェルネス

訪問看護・調剤薬局

介護用品・食事

ライフエンディング保
育
・幼
児

教室

塾

学校
リカレント・
リスキリング

その他地域

U5 + K-12 大学生・社会人 シニア

語学サービス

学校

出版

高
齢
者
住
宅

認
知
症
Ｇ
Ｈ

高付加価値
高齢者住宅

保
育
・幼
児

教室

塾

学校
リカレント・
リスキリング

メディカル/ウェルネス

訪問看護・調剤薬局

介護用品・食事

ライフエンディング

アジア・欧米
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2027年に向けたグループのテーマ

Gakken 2027計画 「Value UP」3

2026-2027

2028-20302024-2025

2030 Vision達成に向けた

事業・財務・組織の価値向上

Gakken2023の積残し課題を解決し

新たなステージにはずみをつける
人の可能性をどこまでも

追求する会社へ

重点領域の再強化と
新規事業への挑戦

トップカンパニーに向けての
医療福祉事業の深化と
サステナビリティの追求

教育

医療福祉

総合力で世界へ。教育の未来をリード
する、Gakkenの挑戦

持続的成長と還元の実現。
トップカンパニーとして地域社会の
未来を創造

教育

医療福祉

16Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.
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Gakken 2027 「Value UP」

Gakken 2027計画 「Value UP」3

2030 Vision達成に向けた事業・財務・組織の価値向上

事業 財務 組織力

高収益率を生み出す

ビジネスモデルの構築

資本効率の向上と

財務健全性の維持

コーポレートサステナビリティの進化：
ガバナンス強化と

ダイバーシティ&インクルージョン推進

17Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.
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Gakken 2027で目指す3つのValue UP領域

Gakken 2027計画 「Value UP」3

資本効率の向上と

財務健全性の維持

高収益率を生み出す

ビジネスモデルの構築

コーポレートサステナビリティの進化：

ガバナンス強化と

ダイバーシティ&インクルージョン推進

ポートフォリオ再編と成長領域への資源集中

 グローバル展開の本格化準備

利益体質の強化

財務安全性の強化

 ステークホルダーへの還元

ガバナンス改革と次世代体制の確立

すべての社員の可能性の最大化

事業を通じた社会的価値の向上

事業 財務 組織力
Value UPValue UP Value UP

総合力で世界へ。教育の未来をリード
する、Gakkenの挑戦

教育

持続的成長と還元の実現。トップカン
パニーとして地域社会の未来を創造

医療福祉
6.8％

(145億円)

EBITDA

8.0％

ROE

業界平均

+5pt

エンゲージメント
スコア

>25%

部長職に
おける女性比率

-31％
(2022年度比)

売上高当たりの
GHG排出量
（Scope 1, 2）
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財務目標

Gakken 2027計画 「Value UP」3

)

売上高 1,991 2,0５0 2,150

EBITDA 129 135 145

EBITDA率 6.5% 6.6% 6.8%

営業利益 82 85 95

営業利益率 4.1% 4.1% 4.4%

当期純利益※ 35 40 4５

当期純利益率 1.8% 2.0% 2.1%

ROE 7.0% 7.5% 8.0%

自己資本比率 36.9% ３０%以上

D/Eレシオ 0.７1 1倍以内

2026/9 2027/92025/9

19

（単位：億円）
（単位未満は切捨て） セグメント別目標 (2027/9)

教育セグメント

医療福祉セグメント

売上高 1,145億円

EBITDA 96億円 （EBITDA率8.4％）

営業利益 66億円 （営業利益率5.8％）

売上高 1,000億円

EBITDA 64億円 （EBITDA率6.4％）

営業利益 51億円 （営業利益率5.1％）

※ 親会社株主に帰属する当期純利益
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※2026/9期よりセグメントを下記へ変更

• 教室・塾

• 出版・コンテンツサービス：学校事業を移管

• 保育・幼児: 園事業、および子育て支援事業 

(医療福祉セグメントから移管)

• グローバル：その他セグメントから分割

教育 医療福祉

• 高齢者住宅

• 認知症グループホーム

その他

間接機能など
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2027年へ向けての道筋 – グループとしての成長レバー

Gakken 2027計画 「Value UP」3

事業Value UPのためのレバーと主要テーマ

対象顧客の拡大 サービスの拡大 LTVの拡大
グループ間

シナジーの強化

コスト効率の

抜本的改善

成長レバー 4 成長レバー 5成長レバー 3成長レバー 2成長レバー 1

• 各事業のグローバル化

• アクティブシニア対象事

業の拡大 (健康・予防)

• リカレント・リスキリング

事業の強化

• 拠点数の拡大 (教室、塾、

各種施設など)

• 高付加価値サービスの

開発・展開

• 保険外・介護周辺領域

事業の拡大

• 出版IP投資・ジャンルの

拡大

• デジタルサービス開発・

展開

• グループサービス連携を

通じた継続期間向上

• サービスの高付加価値化

• 価格設定の適正化

• グループ内外コンテンツ

の共同開発

• バンドリングによる顧客

への提供価値向上

• グループサービス・商品

間での相互送客強化

• シェアード化による間接

コストの削減

• 業務効率化・標準化

および内製化の推進

• 顧客情報の一元管理など

による顧客獲得コストの

効率化

21Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.
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教育

総合力で世界へ。

教育の未来をリードする、Gakkenの挑戦

売上

ＥＢＩＴＤＡ

1,088億円 1,110億円 1,145億円

8.1%
(87億円)

7.8%
(87億円)

8.4%
(96億円)

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画)
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総合力で世界へ。
教育の未来をリードする、Gakkenの挑戦

2027年に向けた教育セグメントの方針

Gakken 2027計画 「Value UP」3

23

• 高付加価値サービスの展開

• 塾事業パートナーの拡大、
サポート校事業の展開地域・年代の拡大

保育・幼児領域で
選ばれるためのＶａｌｕｅ UP

• 顧客基盤の共有化、バンドル化に
よるハードアセットの付加価値向上

• グローバル展開も見据えたIP強化

• リカレント・リスキリング領域の強化

保育・幼児
出版・

コンテンツ
サービス

教室・塾

コンテンツ/IP開発の
Ｖａｌｕｅ UP

アセットを活用した
サービス展開のＶａｌｕｅ UP

• 園ルート販売網を活用した園向け
サービスの拡充・展開

• 学童・発達支援施設展開の加速

グローバル

• 海外パートナー連携の拡大

• 国内で培ったコンテンツ
サービスのグローバル展開

• 海外コンテンツサービスの
輸入

グローバルパートナー
とのＶａｌｕｅ UP

グループ連携による
新規コンテンツ開発

グループサービス間の
セット販売やコンテンツの
相互利用による顧客への

提供価値の向上

園ルート販売網を活用した
グループ商品の販売と

サービスへの送客

学研が着目する
2030年に向けたトレンド

• 教育ニーズの多様化と細分化

受験様式の多様化、受験準備の早期化、発達支援や

サポート校ニーズの拡大など

• 経済の二極化構造

高付加価値・低価格サービスニーズの二極化

• 大人向け教育サービスニーズの拡大

人材流動性の高まりに伴うリカレント・リスキリング

ニーズ(語学、資格、研修)の拡大

• AI技術の進化

経営・運営オペレーションの効率化、参入障壁の

低下による競争激化

• 教育グローバリゼーションの加速

経済成長に伴う教育ニーズの増加

国 内
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教室・塾

売上

ＥＢＩＴＤＡ

534億円 540億円 550億円

6.8%
(36億円)

6.3%
(34億円)

6.5%
(36億円)

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画)
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教室・塾

高付加価値コース展開、グループサービス間連携強化による会員継続年数の長期化、

およびパートナー拡大によるシェアアップを目指す

Gakken 2027計画 「Value UP」3

25

高校生・大学生中学生小学生乳児・幼児

連結 塾グループ※の拡がり

グループ連携・送客

高価格帯

低価格帯

• 高付加価値コース展開

• 導入園(正課・課外)
シェア拡大

• 高付加価値コース展開
（首都圏での受験対策など）

• 教室数拡大

• 塾の展開地域の拡大
（アライアンス・資本提携）

• サポート校の中等部開設

• 塾およびサポート校の展開
地域の拡大
（アライアンス・資本提携）

グループ連携・送客

グ
ル
ー
プ
塾

※塾グループは学研教育HDと市進教育グループにて構成

会社名 展開エリア

埼玉県、宮城県

東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、
茨城県、長野県

東京都、神奈川県、埼玉県、愛知県、
京都府、大阪府、兵庫県、福岡県

山梨県、静岡県

愛知県

三重県

大阪府、兵庫県

大阪府

兵庫県

福岡県、佐賀県、長崎県、山口県

大分県

熊本県

© 学研教室
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KPI

学研教室
会員数

学研教室
教室拠点数※

学研教室
会員継続年数

2025/9 ３12，0００人 13,500教室 2.67年

2027/9 314,500人 13,800教室 2.80年

教室

Gakken 2027計画 「Value UP」3

26

◯ 学研教室・幼児教室の教室数およびクラス数拡大

◯ 高付加価値コース展開

◯ 幼児→小学校、小学校→中学校の継続強化と

グループサービス連携を通じた継続期間向上

◯ 現場オペレーション効率化と採用・育成強化

1

2

3

4

重点施策

対象顧客の拡大

LTVの拡大

コスト効率の抜本的改善

サービスの拡大

事業環境

• 公費負担の増加に伴うこども一人あたり教育投資額の

増加、公私立中学受験需要の拡大

• 幼児教育ニーズの拡大、受験準備開始の早期化

※学研教室では算国と英語の2種類の認可区分があり、双方の認可を取得すれば2教室とカウント

する、取得認可数を基準とした教室数で計算

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

売上 EBITDA

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

7.4%

（10億円）6.9%

(9億円）

5.7%

（7億円）

事業オペレーションの効率化、

エリア別コース戦略、

サービスの拡充

2027年に向けて目指す姿

126億円 130億円 135億円
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2025/9 2027/9

各事業領域での2027年に向けた戦略 – 教室

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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学研教室・幼児教室の教室数およびクラス数拡大

• 教室規模・エリア別での戦略展開
 (認知、募集、継続に向けた活動など)

• 幼児物販事業との協業による幼児教室開設の加速

• 幼児教育ニーズ（かがく・えいご）の拡大・早期化に対応する
コース拡充と導入園シェア拡大

1 2

• 首都圏での公私立中学受験需要の拡大を見据えた受験準備
カリキュラムの展開や英語・英会話などのコース展開

• ショッピングセンターでの高付加価値幼児教室展開、
および教室稼働率アップに向けた取り組み着手

幼児→小学校、小学校→中学校の継続強化と

グループサービス連携を通じた継続期間向上

• 幼児教室→学研教室、および学研教室→グループ塾への送客
強化 (教室紹介や入会フローの改善・連携など)

• 学研グループの各種サービスとの連携・バンドル化を通じた
サービスの付加価値向上と継続期間の向上

業務変革と仕組化

• 物流、教室オペレーションなど教室運営におけ
る全体プロセスの抜本的見直しと合理化・効率
化への着手

• 標準業務プロセス整備、非効率業務の改善やシ
ステム統廃合を含むオペレーションのスリム化
の推進

• ITガバナンスの徹底を通じた利益体質化とリス
ク対策の強化

学研教室

会員数（人）   平均継続年数（年）

2.67
2.80

312,000

2025/9 2027/9 2030/9

教室サービス展開園数※

業務・運用効率化 ITコスト削減 リスク対策強化

×

学研教室 標準プロセス

幼児教室 標準プロセス

ショッピング
センター

標準プロセス

システム削減
運用改善・自動化

システムのスリム化業務のスリム化

314,500

教室拠点数 13,500 13,800

※幼児教室正課・課外、または学研教室を導入している園数

2,875
3,175

4,000

高付加価値コース展開
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塾

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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◯ 全国展開の推進・新規教育サービス開発

◯ Gakken高等学院および中等部の展開加速

◯ 学校教育支援事業の強化と大学初年次教育のビジネス化

◯ 現場運営業務合理化とシェアード化の推進

1

2

3

4

重点施策

コスト効率の抜本的改善

事業環境

• 入試改革などによる教育ニーズの多様化、中学受験やサ

ポート校需要の拡大 （英語学習、プログラミング学習、総

合型学習、キャリア教育など）

• トップ校への進学受験ニーズの高止まり

• 不登校児童数の増加、多様な学びの在り方に対する支援

の提供の必要性

• 教員の働き方改革による外部委託ニーズの高まり

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

売上 EBITDA

対象顧客の拡大 サービスの拡大

サービスの拡大

対象顧客の拡大 LTVの拡大

407億円 410億円 415億円

進学・受験に留まらない

多様な学びを提供する教育機関として

全国展開の基盤を確立

2027年に向けて目指す姿

KPI

展開
エリア数

Gakken高等学院拠点数 教育支援
事業の
年間売上グループ内 グループ外

2025/9
17

都道府県
8校 - -

2027/9 25
都道府県

25校 5校 2億円
（20件受注）※2027年度までは、ポートフォリオ変革にむけた先行投資期間という位置づけ

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

6.3%

(26億円)
6.1%

(25億円)

7.2%

(29億円)
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Gakken高等学院および中等部の展開加速

各事業領域での2027年に向けた戦略 – 塾

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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全国展開の推進・新規教育サービス開発

• M&A、資本・業務提携などを通じた
展開地域およびシェアの拡大

• 学研教室との連携・会員の引継ぎ

• 英検・総合型選抜など教育制度改革に対応
した新規事業の開発

• オンライン個別事業の新規展開

学校教育支援事業の強化と大学初年次教育のビジネス化

• 自治体からの受託による学校

支援・公的支援事業

• 大学初年次教育への参入

• 担当部署新設による展開強化

• サポート校事業におけるグループ
展開加速と中等部開設

• 外部へのFC展開スキーム構築

現場運営業務合理化とシェアード化の推進

• グループ塾全社のシステム統合、間
接業務シェアード化、および地域統
合に向けた環境整備、再編に向けた
取り組みの開始

20
513

8

5

15

35

2025 2026 2027 2030

(億円)教育支援事業・新規事業 売上計画

今後の重点地域

東京、神奈川、埼玉、宮城、愛知

岐阜、岡山、広島、福岡

重点地域を中心に

積極投資

事業展開に向けた

体制整備

2

20

35
5

15

2025 2026 2027 2030

Gakken高等学院 教室数計画

直営  フランチャイズ

（教室数）

50

25

グループ塾のフランチャイズ
に加え、直営展開開始

２０３０

シェアード化・
再編に向けた
取り組み・実行

今中計

基幹
システム統合

前中計

会計システム
統合

1

13
8
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売上

ＥＢＩＴＤＡ

337億円 335億円 350億円

10.5%
(35億円)

10.7%
(36億円)

11.4%
(40億円)

出版・コンテンツサービス
2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画)
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グローバル展開を見据えたコンテンツ・IPの開発と、

コンテンツの相互開発・活用を通じたグループ間シナジーによるLTV拡大を目指す

出版・コンテンツサービス

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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グローバルO18K-12U5

コ
ン
テ
ン
ツ
・サ
ー
ビ
ス

出
版
・サ
ー
ビ
ス

資格

キャリア

語学

※レアジョブ社(持分法適用会社)の
サービス

学研グループにおける出版・コンテンツサービス事業の拡がり
２０２７に向けた方針

コンテンツ・サービス

• 大人向け(O18)学習領域の拡大、サービス

の多角化

• 顧客基盤の拡大および一元管理の実施に

よるマルチユースの促進

• 語学事業のグローバル展開の加速

• グループサービス間連携を活かした付加価

値向上とリテンションの強化

出版・サービス

• 大人向け出版・IPへの投資強化とジャンル

拡大

• グローバル展開を見据えたIP開発・獲得

• 出版事業統合運営を通じたコンテンツ

開発・活用におけるグループシナジー強化

※レアジョブ社(持分法適用会社)の
サービス

※保育・幼児セグメント

※レアジョブ社(持分法適用会社)の
サービス

※保育・幼児セグメント

グローバル展開の
加速
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出版・サービス
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◯ 全年代対象の出版・IPへの投資強化とジャンル拡大

◯ グローバル展開を見据えたIP開発・獲得

◯ 大学入試・学習ニーズの多様化に対応する学習商品の
ラインナップとシェア強化

◯ 学校向けデジタルサービスの開発強化

◯ 出版事業統合運営を通じたコンテンツ開発
および業務効率化シナジーの創出

1

2

3

4

重点施策

事業環境

• 書店数の減少、出生数減少による幼児・児童出版市場の

縮小

• 資材、運賃などの高騰による原価上昇圧力

• 大学進学率の上昇および入試の多様化、学習の個別最

適化ニーズの増大

KPI (2027/9）

実用書・一般書
の強化

ライセンス売上拡大
（国内外）

学校向けデジタル
サービス会員数

店頭POS

対2025/9比

105％

売上伸長

対2025/9比

160％

小中

高校

大学

+

+

+

580校

52,000名

５４校

サービスの拡大

グループ間シナジーの強化 コスト効率の抜本的改善

5

対象顧客の拡大

対象顧客の拡大

対象顧客の拡大

全世代が楽しめる、

グローバル成長可能な

「出版&コンテンツ/IP創出事業」へ

2027年に向けて目指す姿

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

売上 EBITDA

268億円 260億円 265億円

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

7.5%

(20億円)6.9%

(18億円)

6.9%

(18億円)
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76,000

101,000

128,000

各事業領域での2027年に向けた戦略 – 出版・サービス
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全年代対象の出版・IPへの投資強化とジャンル拡大

• 実用出版・ビジネス・一般ジャンル
への投資強化

• オーディオブック、電子出版、および
電子コミック商材の拡充

• グローバル展開も見据えたIP開発・
取得

大学入試・学習ニーズの多様化に対応する

学習商品のラインナップとシェア強化

学校向けデジタルサービスの開発強化

• NEXT GIGAに対応する文教
デジタルサービスの拡大

• 高校英語および教務プラット
フォームサービスの拡大

• 大学入試CBTソリューション事業の
新規立ち上げ

• 高校学参領域におけるシェアアップ
に向けたコンテンツ投資

• 大学入試・模試の多様化と、それを
背景とした高校学参の需要増加へ
の対応

出版事業統合運営を通じたコンテンツ開発

および業務効率化シナジーの創出

• 出版各社共通の機能統合・シェアード
化を通じたグループシナジーの
最大化

• デジタル製造活用による、製造・流通
過程の効率化

Gakken 桐原書店

地球の歩き方文理

共通機能の統合運用

多様な
コンテンツ

グループ
シナジー

※各グラフに異なるスケール（横軸）を設定しています

2025/9

2026/9

2027/9

3,500

3,850

4,080

2025/9

2026/9

2027/9

小中GIGAサービス利用校数

高校デジタルサービス利用者数

900 

880 

803 

2027/9

2026/9

2025/9

電子出版 売上

実用書店舗POS実績 (対2025/9比)

2026/9 ＋３%

2027/9 +5%

28.8%

28.5%

27.7%

2027/9

2026/9

2025/9

学参事業のうち高校学参の売上構成比

(百万円)
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コンテンツ・サービス
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◯ 語学事業のグローバル進出

◯ 看護師向けe-learningの採用病院数拡大
・コンテンツサービス拡大

◯ グローバル市場を狙ったコンテンツ拡充、AI・LMS基盤強化
によるサービス価値向上

◯ 資格・キャリア事業連携強化と顧客情報一元化による
マルチユース化

◯ グループリソースを活用したコンテンツの
共同開発・相互展開の加速

重点施策

事業環境

• キャリア形成支援の需要、社会人の学び直しやリスキリン

グの需要の継続

• 少子高齢化による介護領域などを中心とした外国人材

活用の推進

• 生成AIなどの技術革新によるオンラインサービスでのデ

ジタル技術の高まり

グループ間シナジーの強化 コスト効率の抜本的改善

対象顧客の拡大

語学サービス、

リカレントリスキリングサービスで

グローバルに展開

2027年に向けて目指す姿

対象顧客の拡大

サービスの拡大

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

売上 EBITDA

69億円 75億円
85億円

KPI

サービス
オンライン
英会話会員数
（国内・海外）

看護師向け
e-learning
採用病院数

法人研修
提供回数

オンライン
資格学習
会員数

２０２５/9
3０,0０5

名

3,２４５
病院

795
回

1,５０0
名

2027/9
35,410

名

3,520
病院

1,245
回

８,００0
名

サービスの拡大対象顧客の拡大

1

2

3

５

4

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

23.5%

(20億円)

24.0%

(18億円)

24.4%

(16億円)
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各事業領域での2027年に向けた戦略 – コンテンツ・サービス
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語学事業のグローバル進出

• オンライン英会話「Kimini」の
ブラジル・ベトナム市場への進出

グループリソースを活用した

コンテンツの共同開発・相互展開の加速

• 事業やサービスの垣根を越えたコン
テンツや人材リソースの連携による
開発の強化

• セット販売やコンテンツの相互利用
による顧客への提供価値の向上

コンテンツ相互作用 チャネル活用

コンテンツ開発・
パッケージ化

共通コンテンツ
管理システム

塾

教室

TGG Gakken (出版)

Shikaku Pass

Kimini

学研アカデミー

……

資格・キャリアにおける事業連携による競争力強化と

顧客情報一元化によるマルチユース化

• 社会人向けe-learning、オンライン
資格学習を軸とした顧客基盤の拡大

• 顧客情報を一元管理することによる
複数サービスの利用促進

各サービスへの回遊

顧客管理一元化

グローバル市場を狙ったコンテンツ拡充、AI・LMS基盤強化

によるサービス価値向上

• 試験・検定コンテンツの展開

• グローバル市場をターゲットとする
AIアセスメントサービスの展開

• 外国人向け看護技術コンテンツの
開発

• 外国人就労支援サービスの展開

CVポイント強化

日本市場 グローバル市場

AI・LMS基盤

試験・
検定 レベル別・

目的別
アセス
メント

外国人
向け
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売上
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162億円 170億円 175億円

1.6%
(2億円)

1.2%
(2億円)

2.3%
(4億円)

保育・幼児
2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画)
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グローバル

園

公設学童
受託拡大

園向け保育・幼児教育
環境提案・物販

園・職員・園児・保護者向け
サービスの拡大

児童発達支援
施設拡大

障害福祉事業の
深化

資格事業の推進
e-learning
人材育成の推進

ソフトサービス

ハードアセット

保育・幼児

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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学童障害福祉

コト売りとの
セット販売へのシフト

こどもの主体性を育む教育環境と高品質なサービス・体験を
提供する、保育・幼児教育のリーディングカンパニーへ

グループ連携による
新規コンテンツ開発

園ルート販売網を活用した
グループ商品の販売と
サービスへの送客

体験型・
探究学習

非認知
スキル
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保育・幼児
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こどもの主体性を育む教育環境と

高品質なサービス・体験を提供する、

保育・幼児教育の

リーディングカンパニーへ

2027年に向けて目指す姿

◯ 公設学童受託と児童発達支援施設の拡大

◯ 幼児・職員向けサービスおよび
個別最適な支援事業コンテンツの拡充

◯ 園へのソリューション営業強化 （物販とサービスの融合）

◯ 園ルート販売網を活用した
グループ商品の販売とサービスへの送客

◯ 拠点・バックオフィス業務効率化および保育人材採用・定着強化

1

2

3

4

重点施策

事業環境

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

5

売上 EBITDA

LTVの拡大

コスト効率の抜本的改善

サービスの拡大

対象顧客の拡大 グループ間シナジーの強化

グループ間シナジーの強化

• 少子化の更なる加速

• 児童発達支援などのニーズ拡大と多様化

• 国・自治体によるDX推進と保育現場の働き方改革の

推進

※各種サービス導入の延べ園数

KPI 

学童・発達支援
施設数

園向け
ICTサービス
導入園数※

ナーサリー
園児充足率

2025/9 102施設 4.600園 96%

2027/9 120施設 6,700園 97%

162億円 170億円 175億円

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

2.3%

(4億円)

1.2%

(2億円)

1.6%

(2億円)
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2025/9 2027/9

43 43 43

44 47 47

15 20 25

2025/9 2026/9 2027/9

各事業領域での2027年に向けた戦略 – 保育・幼児
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公設学童受託と

児童発達支援施設の拡大

• 首都圏を中心に、待機児童解消に貢
献できるエリアに注力した学童施設
の拡大

• 障害福祉分野の児童発達支援の
継続拡大

• グループが持つ教育コンテンツによ
る多様な学びと体験の提供などを
通じた既存施設における充足率の
向上

幼児・職員向けサービスおよび

個別最適な支援事業コンテンツの拡充

園へのソリューション営業強化 （物販とサービスの融合）

• 物品とサービスの両面での園の質

向上への寄与

• 利益率の高いサービス系の売上拡

大による利益拡大

• 園・職員・園児・保護者向けサービス
の拡大 (hugmo、 HOINQ)

• 資格事業の新設・支援者向け
e-learningの展開

• 新規障害福祉サービスの開発

• グループ連携による新規コンテンツ
開発の推進・強化

園ルート販売網を活用した

グループ商品の販売とサービスへの送客

• 園販売ルート・営業網を活用した幼
児教室の開設支援、グループの出版
物を中心とした園向け販売の推進

３％

12％

＋9％

4,600園
(2025/9)

6,700園
(2027/9)

サービス系売上高比率

園向けICTサービス導入園数

＋2,100園
※延べ園数で

カウント

資格事業 受講者数 1,200名

e-learning 導入施設数 ３００施設

施設数の推移

＋約500園
/年

幼児教室
新規開設 うち

１５０園/年

園販売ルート・
営業網経由で
開設

１０2 １１0
１20

園  学童 療育

新規事業立ち上げ
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売上
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53億円 65億円 70億円

25.3%
(13億円)

23.1%
(15億円)

22.9%
(16億円)

グローバル
2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画)
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グローバル

海外拠点25カ所、活動実績150カ国以上に展開する
学研グループグローバル事業の拡がり

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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学研（上海）商貿有限公司

学研（香港）有限公司

中国ベトナム

•学校向け教育出版

•学校向けICT・管理システム

•幼児教育プラットフォーム

• STEAM商品企画開発・販売・生産管理

•出版・IPライセンス

学研教室事業

• ミャンマー

• ラオス

• マレーシア

• ベトナム

• キルギス

• オーストラリア

• シンガポール

コンサルティング・新規開拓領域

• ODAコンサルティング

• グローバルサウス産業人材育成

• 海外人材就労支援

Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd.

北京蒲蒲兰学研文化发展有限公司
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◯ DTP社の海外展開・公教育市場のデジタル分野への進出を通じた
事業拡大・収益性向上

◯ 中国事業の出版・物販・IP展開の加速を通じた収益体制の構築

◯ 強い顧客基盤やコンテンツを持つ国内外のプレーヤーとの
協働を通じたアジア地域での事業開拓

◯ グループ各社の機能や強みを活かした
グローバル事業体制への移行

サービスの拡大

グローバル

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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アジアのパートナーと共に成長する

事業基盤を確立し、

「World Classの教育商社

（価値創造のプロデューサー組織）」へ

2027年に向けて目指す姿

1

2

3

4

重点施策

事業環境

売上 EBITDA

• アジア新興国をはじめとする、日本とは異なる人口動態、

経済動向の変化

• グローバリゼーションの加速による各国の政治・経済政

策転換

53億円
65億円 70億円

グループ間シナジーの強化

対象顧客の拡大

対象顧客の拡大 サービスの拡大

KPI (2027/9）

グループ内
営業利益比率

戦略提携
パートナー数

ベトナム総取引校数
（延べ数）

10%以上 5社以上 14,300校

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

※25年度はDTP社の2025/1～2025/6までの6ヶ月を連結。26年度に通期で
連結すると季節要因で対25年度比で利益率は低下見込み

22.9%

(16億円)

23.1%

(15億円)

25.3%

(13億円)
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販売事業者コンテンツ事業者
（出版社・教育会社）

各事業領域での2027年に向けた戦略 – グローバル

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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提携

国・行政（Edu-Portなど補助金）ベトナム教育市場

幼児市場 K-12市場

ベトナムを核とした東南アジア圏の

事業拡大・収益性の向上

ベトナムで先行投資したこども向け事業で収益基盤を確立し、広い顧客基盤を活
用した更なる事業拡大・収益性の強化を図る

国内外のプレーヤーとのパートナー戦略を加速し、

世界で通用するコンテンツを流通

日本・ベトナム・中国を皮切りに、世界で通用するコンテンツを企画・発掘・調達し、
強い顧客基盤を持つ販売事業者とつなぐ

民間企業（日系企業進出支援）

提携

官民連携

提携

公教育
システム会社

価値創造の
プラットフォーマー

園と保護者をつなぐ
ベトナムNo.1プラットフォーマー

英語コンテンツ
民営No.1

教育系プラット
フォーマー民営No.1

オンラインとオフラインで
生徒・保護者・教師に訴求

日系企業進出支援

・・・

出版社

教育サービス会社

物販/IP

EdTech企業
・
・

・

現地
サプライヤー

幼保園・学校

・
・・
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医療福祉

持続的成長と還元の実現。

トップカンパニーとして地域社会の未来を創造

売上

ＥＢＩＴＤＡ

869億円 920億円 1,000億円

6.1%
(53億円)

6.1%
(56億円)

6.4%
(64億円)

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画)
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2027年に向けた医療福祉セグメントの方針

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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持続的成長と還元の実現。
トップカンパニーとして地域社会の未来を創造

地域の
社会インフラ提供

従業員の
ロイヤリティ向上

在宅

アカデミア
他社

ウェルネス事業

メディア運動

共同研究

介護周辺
事業

メディカル
事業

介護用品看護

ライフ
エンディング医療支援

食事調剤薬局

高付加価値施設
CCRC

認知症グループホーム

サービス付き
高齢者向け住宅

介護サービス

学研が着目する
2030年に向けたトレンド

• 後期高齢者人口の増加

2025年の約2,120万人から、2030年には

約2,260万人へ

• 介護人材の不足

介護職員が約25万人不足すると推計され、

外国人材の活用など新たな取り組みが急務

• 物価高騰・人件費の上昇

コスト上昇圧力が高まっており、効率化などの

収益性改善に向けた取り組みの重要性が増す

• 介護報酬の改定

最低賃金の上昇などの経済環境を踏まえ、

2027年に介護報酬の改定が行われる

• 業界再編の加速

2024年度の介護事業者の倒産件数は

過去最多。厳しい事業環境の中でM&Aが増加
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465億円
510億円 565億円

◯ 施設数の拡大と入居率の高位安定

◯ 高付加価値モデルの拡大 （ハイエンド、大学連携複合施設）

◯ 在宅領域・介護周辺事業の拡大
(訪問介護、デイサービス、訪問看護、ライフエンディング）

◯ コスト構造の見直しと業務効率化

◯ スタッフの多様化・処遇改善と品質向上

高齢者住宅

Gakken 2027計画 「Value UP」3

46

トップカンパニーとして、

変革に挑戦し、社会・地域・人財の

新しい未来を切り拓く

2027年に向けて目指す姿

1

2

3

4

重点施策

事業環境

売上 EBITDA

• 後期高齢者数が総人口の30%に達し、 2040年にかけ

てピークを迎える

• 人件費、物価、水光熱費、建設費の継続的な上昇が想定

される

• 介護人材の育成・確保が一層困難となる

KPI (2027/9）

新設棟数・室数
入居率

（新店を除く）
在宅サービス

比率

+26棟/年

+1,500室/年
98.1%以上 15%

対象顧客の拡大

LTV拡大

コスト効率の抜本的改善

グループ間シナジーの強化

サービスの拡大

5

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

6.5%

(37億円)6.1%

(31億円)
6.0%

(27億円)
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◯ 介護周辺事業の拡大（介護用品・食事）

◯ メディカル事業の拡大 （調剤薬局・看護領域）

◯ 高付加価値モデルの拡大 (ハイエンド、大学連携複合施設)

◯ ケア品質の向上と業務効率化

◯ 人材価値の最大化
（多様なキャリアパス・グローバル人材の活用）

認知症グループホーム

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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事業構造を変革し、

成長し続ける企業創りを推進する

2027年に向けて目指す姿

1

2

3

4

重点施策

事業環境

売上 EBITDA

• 後期高齢者数が2040年にピークを迎え、7人に1人が

認知症になると予想

• 最低賃金の上昇などの経済環境を踏まえ、2027年に介

護報酬の改定が行われる

• 介護人材の育成・確保が一層困難となる

KPI (2027/9）

新設棟数・室数 入居率
介護事業以外
売上比率

+5-10棟/年

+90-180
室/年

97.5%以上 ＞18%

5

403億円 410億円 435億円

LTV拡大

サービスの拡大

コスト効率の抜本的改善

グループ間シナジー強化

対象顧客の拡大

事業計画: 売上・EBITDA

（連結調整後）

2025/9
(実績)

2026/9
(計画)

2027/9
(計画）

6.2%

(27億円)
6.1%

(25億円)

6.3%

(25億円)
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230 248 274 300

367 388

2024/9 2025/9 2026/9 2027/9 2030/9

17,942
19,271

各事業領域での2027年に向けた戦略 – 介護施設サービス

Gakken 2027計画 「Value UP」3
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成長し続ける市場を背景とした積極的な施設数拡大

今後も増加する介護需要に応えられるように、引き続き施設数を増やしていく

施設数を増やしつつ質の高いサービスを提供して入居率を維持

施設数を拡大する中でもスタッフを確保し、質の高いサービスを提供し続けること
で、競争力を強化

認知症グループホームなど※1

サービス付き高齢者向け住宅※2

居室数

認知症グループホーム

サービス付き高齢者向け住宅 （新店を除く）20,800
≀

20,900

22,400
≀

22,600

393
≀

398

398
≀

408

+11％

入居率の
高位安定
を図る

需要に
対応

※１ 認知症グループホームの他に、特定施設、小規模多機能型居宅介護拠点、海外拠点など他区分施設を含む
※２ サービス付き高齢者向け住宅の他に、訪問介護ステーションなど他区分拠点を含む

97.8% 95.8%

98.1% 98.1%

96.7%

97.6% 97.5% 97.5%

2024/9 2025/9 2026/9 2027/9 2030/9



0
.6

2
1
2

.2
9

0
.9

3
9.65 9.651.09.65

14.981.014.981.45 1.45

1.01.45 1.45

30.97

医療福祉

Copyright ©2025 Gakken Holdings Co., Ltd. 49

各事業領域での2027年に向けた戦略 – 事業ポートフォリオの変革/サービス品質向上

Gakken 2027計画 「Value UP」3

施設介護以外の事業比率を増やし、強固な収益基盤を構築

施設介護に加え、在宅介護や介護周辺・ウェルネス領域の展開を加速することで、
介護保険制度に依存しない事業構造への変革を図り、住み慣れた場所で暮らし
続けられる環境を提供

サービス品質を維持・向上するための総合的な取り組みを推進

質の高いサービスを提供し続けるための新たな仕組みを構築し、持続可能な事業
成長を実現

持続可能な
事業成長の実現

ケア品質の
標準化

テクノロジー
導入による
効率化

外国人就労者の
労働環境整備

従業員の
エンゲージ
メントの向上

健康・予防 介護

施設介護

在宅介護

介護周辺・
ウェルネス

緩和・看取り

ライフ
エンディング

介護用品・食事

訪問看護

デイサービス

調剤薬局

運動

メディア

訪問介護
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投資戦略・キャッシュアロケーション

Gakken2027の2年間は、2030年ビジョンの実現に向けた収益基盤を確保するための投資および

株主還元・債務返済をバランスよく実行していく

Gakken 2027計画 「Value UP」3

総額

250億円
以上

51

原資

資産効率
向上

資産売却

ポートフォリオ
入れ替え

営業CF

その他

150億円

以上

100億円

以上

戦略投資
• 戦略投資枠として２年間で

総額150億円規模を確保

グローバル、社会人教育、メディカル/ウェルネス

といった成長領域への投資

持続的成長に向けた、デジタル、国内既存事業、

人材への投資

• 株主への利益還元と

資本効率の改善を両立

• 安定的な株主還元

（配当＋自己株式取得）を実施

• DOE2.5%を目指す

株主還元

• 余剰資金で債務削減を実行し、金利負担

を抑制するとともに、将来の金利上昇に

も耐えられる財務体質を構築

財務健全化

• 成長領域投資・M＆A

• デジタル基盤投資

• 国内利益体質強化

• 人材投資
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財務戦略方針

Gakken 2027計画 「Value UP」3

株主還元
利益成長・資本効率改善・安定的株主還元・自己株式取得を実現し、

2027年までにDOE2.5%、ROE8%以上を目指す

財務健全化と金利リスク対応
2030年までの債務半減を目指し、余剰資金を返済に充当することで、

将来の金利上昇リスクに耐えうる安定的な財務体質を確立する

投資判断とモニタリングの高度化
投資効果を最大化するために、投資意思決定プロセスを強化する

（IRR7%以上を原則基準とする）

資産・事業・コスト最適化によるキャッシュ創出
事業ポートフォリオの最適化、政策保有株の圧縮、余剰資産の売却、

およびコスト構造改革を進める

財務基盤の安定化
安定的な財務基盤を確保するため、D/Eレシオ１倍以下、自己資本比率

30%以上（新リース会計基準考慮前）を維持する

52
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株価向上目標と株主還元方針

2027年9月期にROE8％、株主資本配当率(DOE)2.5%の達成を目指し、持続的な企業価値の向上と市場からの適正な

評価獲得に努め、株主還元も積極的に実施する

Gakken 2027計画 「Value UP」3

2.2%
2.0% 2.1%

2.3%
2.5%

2023/9 2024/9 2025/9 2026/9 2027/9 2028/9 2029/9 2030/9

株主資本配当率
（DOE）

年間配当金

親会社株主に帰属する株主資本
（期首・期末平均）

＝

DOE換算

6.3%

4.3%

7.0%
7.5%

8.0%

2023/9 2024/9 2025/9 2026/9 2027/9 2028/9 2029/9 2030/9

• ２年間で安定的な配当と機動的な自己株買いを実施する

• 2027年9月期において、ROE8%以上、配当性向30%以上を基準として、

DOE2.5%を目指す

• 事業からの利益を着実に伸ばしつつ、投資対象の選別とモニタリングを

強化することで、純利益の増加を図る

• 負債返済などを通じて総資産の圧縮・効率化を進める

• 2027年9月期には、ROE8％以上を目指す

DOEROE

・・・ ・・・
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財務目標 (再掲)

Gakken 2027計画 「Value UP」3

)

売上高 1,991 2,0５0 2,150

EBITDA 129 135 145

EBITDA率 6.5% 6.6% 6.8%

営業利益 82 85 95

営業利益率 4.1% 4.1% 4.4%

当期純利益※ 35 40 4５

当期純利益率 1.8% 2.0% 2.1%

ROE 7.0% 7.5% 8.0%

自己資本比率 36.9% ３０%以上

D/Eレシオ 0.７1 1倍以内

2026/9 2027/92025/9

54

（単位：億円）
（単位未満は切捨て） セグメント別目標 (2027/9)

教育セグメント

医療福祉セグメント

売上高 1,145億円

EBITDA 96億円 （EBITDA率8.4％）

営業利益 66億円 （営業利益率5.8％）

売上高 1,000億円

EBITDA 64億円 （EBITDA率6.4％）

営業利益 51億円 （営業利益率5.1％）

※ 親会社株主に帰属する当期純利益
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Gakken 2027 セグメント別目標

売上高 EBITDA 売上高 EBITDA 売上高 EBITDA

教育分野 1,088 87 1,100 87 1,145 96

教室・塾 534 36 540 34 550 36

出版・コンテンツサービス 337 35 335 36 350 40

保育・幼児 162 2 170 2 175 4

グローバル 53 13 65 15 70 16

医療福祉分野 869 53 920 56 1,000 64

高齢者住宅 465 27 510 31 565 37

認知症グループホーム 403 25 410 25 435 27

その他 33 △11 20 △8 5 △15

1,991 129 2,050 135 2,150 145

2026/９ （計画）
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3 Gakken 2027計画 「Value UP」

グループ合計

（単位：億円）（単位未満は切捨て）

罫線（太）
1pt

罫線（細）
1pt

2025/9 （実績） 2027/9 （計画）
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組織力Value UP

Gakken 2027計画 「Value UP」03
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コーポレートサステナビリティの進化：人の可能性を追求し、顧客と社会のValue UPを実現する

Gakken 2027計画 「Value UP」3

人材・エンゲージメント 環境・社会ダイバーシティ&インクルージョン

• 国内外での教育研修機会や登用制度の拡充によ

る、すべての社員の可能性の最大化

• コーポレートアイデンティティに共感し、社会的使

命感を持つ多才な人材が集い、挑戦できる環境

整備

• 女性管理職比率の継続的引き上げを軸とした意

思決定層の多様性拡大

• 自律的なキャリア形成の支援、属性に拠らない

公平な機会提供により、すべての社員の能力発揮

を促進

• 多文化理解の促進とインクルーシブな風土醸成

• 事業を通じた社会的価値と経済的価値の更なる

向上

• サプライヤーとの協働を通じた持続可能なサプラ

イチェーン強化

• 全事業拠点でのエネルギーの効率化推進

タレントマネジメント活用率

100%

エンゲージメントスコア

業界平均+5pt

部長職における女性比率

>25%

国内主要会社

えるぼし・くるみん取得

重要サプライヤーとの
エンゲージメント実施率

100％

売上高当たりの
GHG排出量 （Scope 1，2）

2022年度比で31％削減
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ガバナンス： 監査等委員会設置会社への移行

グループのガバナンス強化、意思決定の迅速化などを目的に、監査等委員会設置会社への移行を予定

Gakken 2027計画 「Value UP」3

監査役会設置会社

2025年12月～(予定)

移行
(2025年12月～予定)

• 意思決定の迅速化・経営の
機動性向上

• 取締役会における監督機能
の強化

• グローバルスタンダードの
体制への変更

• 経営の透明性向上

現在

監査等委員会設置会社

株主総会

取締役会

指名・報酬諮問委員会※ 業務執行体制

監査監督

重要な業務執行の決定

意見陳述権

重要な業務執行の決定

監査等委員会

監査・
監督

選任・解任選任・解任

一部委任

…

※議決権あり

(社内5名)

(社外2名)

(社内1名) (社外2名)

提言諮問

(社内1名+社外4名)

※社外取締役全員が選任した場合

…

株主総会

取締役会 監査役会

監査

選任・解任

指名・報酬諮問委員会 業務執行体制

監査監督提言

重要な業務執行の決定

選任・解任

(社内8名)

(社外4名)

(社内2名)

(社外2名)

※議決権なし

(社内1名+社外6名)

…

諮問
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Gakken

本資料には事業計画に関する記述が含まれております。こうした記述は、当資料の作成時点における経済環境や事業方針などの一定の前提に基づき作成しております。

したがって、実際の業績がこれらの事業計画とは異なるリスクや不確定要素が存在することを予めご承知おきください。

本文部分には見やすい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています
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